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（日本語訳） 

日本語教科書におけるジェンダー：現代社会の実情と教える側の認識 

水本光美 

キーワード：日本語教科書、女性文末詞、日本語教師、ジェンダー・イデオロギー

1. はじめに

日本語学習者にとって、教科書は言語を習得するためだけではなく、日本社会や日本文化を知る上

でも重要な役割を果たす。特に、日本社会での実体験がない海外における学習者にとっては、教科書

に描かれる日本人像や日本社会像がそのまま現在の日本の姿であると受け取られる可能性が高い。現

在、日本語教育において広範に使用されている教科書の多くには、従来のジェンダー・イデオロギー

的な観念に影響を受けた描写が認められる。例えば、現在は実社会で普通体によるくだけた会話にお

いて、従来の “女性文末詞”が既に消滅しているにも拘わらず、多くの日本語教科書の中の若い女性登

場人物に今もなお使用され続けているという「不自然な言語使用」が長年改善されずに引き継がれて

いる。 
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 このような教科書を現場で扱う日本語教育者が教科書の中のジェンダーをどのように認識し教えて

いるのか、それを把握するために、日本語教育に携わる人々計 200 名へアンケート調査を実施した。

その調査により、日本国内及び韓国在住者の回答結果と欧州在住者の回答結果に顕著な差異が認めら

れたのが「女性文末詞の使用状況」である。本研究では、水本他（2009）による「女性文末詞」に関

する教科書研究結果を日本語教師がどのように捉え、かつ、教育現場で女性文末詞をどのように教え

ているのかを探る。さらに、教科書がなぜ、ことばの変化に関して反応が穏やかであるのかについて

考察し、今後の教科書への提案を試みるものである。 

  

2. 先行研究：日本語教科書と自然会話の比較分析 

 日本語教科書における女性文末詞の研究は90年代には主だった研究がなされた。「～わ」「～かしら」

などの女性文末詞は、先行研究（小林1993、尾崎1997、中島1997、小川2004など）によって衰退傾向

にあると報告されている。それらの自然会話のデータは収集時期が90年代前半から半ば頃であり、10

年を経過すると世代も変わるため、水本（2006）では2004年から2006年にかけて新たに独自のデータ

収集を実施した。（調査方法は先行研究を参照） 

 先行研究（水本2006）における女性文末詞は、現在は20代から30代の若い世代の女性の普通体によ

るくだけた会話からは殆ど消滅したと認められた主に４種の文末詞、即ち、「〜わ（よ／ね）」「〜かし

ら」「体言注１
+ね／よ」「〜のよ」に調査対象を絞った。その上で、水本他（2009）においては、20代

から40代の計36名の女性標準語話者のデータを集計した結果、その3世代の女性文末詞使用率平均値

は、わずか5.26%であり、取り分け20代は2.36%と微量であることが確認出来た。まったく使用しない

のも７名見られた。僅かに使用される場合も、「普段は使用しないが、冗談や年配女性の発話の引用や

皮肉などで意図的に使用される」ということが、会話収集した女性達に対して実施したアンケート調

査で明らかになった。 

 一方、大半の教科書の中に扱われる女性文末詞研究は少なく、筆者以前の研究としては、KAWASAKI 

& MCDOUGALL(2003)のものが明確な独自データによる唯一の研究である。その他、鈴木（2007）や

トムソン・飯田（2002）らも女性文末詞の衰退傾向が日本語教育に反映されていない点を指摘したが、

それらの分析対象数もデータ数も充分ではない。 

 そこで、水本他（2009）では、1994 年から 2006 年の間に出版された初中級日本語教科書 12 種、聴

解教材８種、日本語能力試験および日本留学試験 19 種、合計 39 種を調査したところ、その平均使用

率は 54.42%から 79.42%と、自然会話の約 10 倍から 15 倍と高いということが確認出来た。また、そ

のような教科書の会話を聴き発話練習をした若い学習者は、教師が女性文末詞についてとりわけ説明

をしなければ、70%が女性文末詞を教科書の会話例の通り使用しようとする実験結果も、それ以前の

研究、水本他(2007b)で明らかになっている。 

 

3. 日本語教育者への意識調査と結果分析 

 2010 年 6 月から７月にかけ、日本国内、韓国、欧州に在住する日本語教育関係者総数 200 名(日本国

内＋韓国：118 名、欧州：82 名) に対してアンケート調査を実施し、その結果を分析した。調査方法に

関しては水本 (2011,2013a)を参照されたい。この調査では、まず、教育者が日本社会の現状を把握し

ているかどうかを確認し、教科書におけるジェンダーに関する問題点に対して、教育者がどのような

認識を持ちどう考えるかを知ることを目的とした。この調査では、a.日本国内と韓国、b. 欧州に分け

て統計をとり分析した注２が、日本女性像や女性の職業、主婦像、および家族像など注３、大方の項目に

おいて、この二つのグループに、さほど大きな差異は認められなかった。しかし、その中で特徴的な

差異が認められたものが、女性文末詞に対する認識と考えであった。本研究においては、その差異が

顕著であった女性文末詞に関する調査結果の比較分析をし、潜在するジェンダー・バイアスを考察す
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る。 

 前項で述べた現在の若い女性による自然会話において、「女性文末詞非使用という実態を認識してい

るかどうか」という日本語教師に対するアンケート調査結果では、a.は、「知っている」が 91%であっ

たのに対し、b.では 76%であり、「知らなかった」と回答した人のうちの 85%が 50 代以上の女性であ

った。彼らの 75%が以前 10 年以上標準語圏である首都圏に在住したことがあることや彼らの年齢か

ら推測すると、この分類に属する女性教師たちは、海外に移って以来は、日本国内の若い世代の女性

達のことばの変化に気づかない環境にいたと見受けられる。 

 次に、教師たちに「男女の文末形式を対比的に教科書で紹介すること」の是非、を聞いてみたとこ

ろ、84％が必要であると答えた。その理由としては、「日本語の特徴である」「ポライトネスやビジネ

スでは必要」「日本語の男女のことばの違いは残したい」などと考える人は全体の約３分の１であり、

残りの３分の２は「小説・マンガ・ドラマ・映画などで使用されている」「今も使用している年代もあ

る」「知識として教え、聞いて理解出来ることが肝要」などの意見が大半を占めた。これにより、大半

が現状（年配者は今なお使用している）を把握しており、女性文末詞が使用される創作物の理解には

必要であると考えていることが分かる。ただ、３分の１の中の「ポライトネスやビジネスでは必要」

に関しては、果たしてその場合、普通体を使用するくだけた話し方をするだろうか、という疑問が残

る。また、「日本語の男女のことばの違いは残したい」と考える場合、そこに、言語による男女の役割

分担的なジェンダー･バイアス的な考え方による影響が潜在している可能性はないであろうか。 

 さらに、「若い世代の女性登場人物の発話に女性文末詞が使用されていること」に関し、教師達がど

のように考えるかという回答結果にも、次の表１のように、a.と b.の差が顕著に見られた。 

 

表１ 若い世代の女性登場人物の発話に女性文末詞が使用されていること 

 

在住地 良いと思う 
年代と場面により  

使うべきではない 

若い世代は       

使うべきではない 

a.日本国内・韓国 29% 63% 8% 

b.欧州 61% 37% 2% 

 

b.の約 3 分の 2 が「良いと思う」と答えたのに対し、a.では 3 分の 1 にも満たない。対照的に、「年代

と場面により使うべきではない」と答えたのは、a.が約 3 分の 2 で b.が約 3 分の 1 余りである。この

結果から、a.の国内と韓国在住の教師たちは、「若い世代の女性は現実には使用しない」ことを明確に

認識し、若い世代の女性が使用すると、「現実とかけ離れて不自然」「同世代日本人の話し方を学習す

ることを本人達が望んでいる」「実情に合わせた自然な使い方をすべき」「女性だからとステレオタイ

プ的な使い方は問題」「過度な使用により誤った認識、ジェンダーに反映する恐れあり」など、若い世

代の現状に反した使い方を教科書で指導することはジェンダー問題である、との認識が高いことが推

察出来る。 

 一方、b.の欧州在住の教師たちは、76%が若い世代の非使用を認識しているにも拘わらず、3 分の 2

が「良いと思う」と回答する矛盾が生じている。「良い」と考える理由としては、「女性が男性と同じ

話し方だと変に感じる」「女性文末詞を使用しない女性学習者が悪い印象を持たれる」「美しく柔らか

い女性らしいことばを日本文化として残したい」「その方が正統な日本語という感じがする」などが挙

げられた。これらの考え方には、明らかに、ジェンダー・イデオロギーに影響されたバイアス的観念

が潜在していることが見てとれる。 

 

4. 考察とまとめ 

 以上の調査結果より次のことが確認できた。 

(1) 現在の若い世代の女性が女性文末詞を使用しなくなっているという現状は、在住国に拘わらず、
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大方が認識している。 

(2) 欧州在住者の多くが若い世代の女性の女性文末詞使用を「よし」としており、そこには少なから

ず、ジェンダー・イデオロギーの影響が認められる。 

(3) 日本と韓国在住者の大半は、女性文末詞は知識として教え、聞いて理解出来るように教育する必要

があると考えている。 

(4) いずれにせよ、若い世代が積極的に使用すべきではない、と考える教師は、より現状に即した自然

な言語使用を求めている。 

 調査対象とした教科書の中には、2000 年代半ば頃に改訂版が発行されている。しかし、その改訂版

で扱うトピックなどが現代風に更新されてはいても、若い世代の女性文末詞の使用率は 64%から 74%

と未だに高い。言語の教科書でありながら、言語における変化が注視されず現状に即して更新されな

いのはなぜであろうか。教科書制作者は、まだ根強く「女性文末詞＝日本語の特徴＝継承すべき日本

文化」という意識を持ち続けているのであろうか。或いは、「若い世代より中年以降の世代のほうが主

体」という認識によるのであろうか。仮に社会的にはそうであったとしても、現実的にすでに消滅し

てしまっている表現を言語の教科書のなかで若い世代の学習者に敢えて学ばせる意義があるのだろう

か。 

 アンケートの中で「教科書は典型を提示する必要がある」ために若い女性による女性文末詞の使用

を容認するという意見もあった。確かに典型は学習者にとって分かりやすく理解の助けになる。しか

し、その中にジェンダー・イデオロギーが含まれてはいないだろうか。私たち教師は、従来の典型を

伝え続け、また、現状はいまだ女性文末詞を使用する年代が主流であるとの認識にたって、すでに変

化し今後も変化を続ける若い世代のことばを無視していいのだろうか。 

 教科書で女性文末詞を提示するとしたら、上記(3)のように、聞いたり読んだりしてそれが認識でき

意味が分かるようになれば、充分である。わざわざ、若い登場人物に使わせる例を提示することは無

意味であるし、若い学習者に敢えて使用させるような練習もかえって学習者の混乱を招くだけである。

教科書の中の女性文末詞は、現実にそれを頻繁に使用している年代に限定するのが適切であり、小説

や映画などの仮想世界では、一種の役割語として使用されていることを認識させるべきであろう。 

 教師へのアンケートの最後に「ジェンダー（問題）に配慮した日本語教科書は必要か」という質問

に対して、「必要ではない」と回答したのは、僅か１名であり、約 65%が「必要だ」と回答したことか

らも、少なくとも、若い世代の女性登場人物が女性文末詞を使用しない教科書が出現しても良い時期

だと考えられる。今後は、女性文末詞を使用せず、どのような表現を若者たちが実際に用いているの

か調査し、ジェンダー問題に配慮した教科書の具体案の提示を研究課題としたい。 

 

注 

1. 「体言」とは、自立語で活用を有せず文の主語となり得るもの。名詞、代名詞、数詞。（本文に戻る）
 

2. 女性文末詞に関する a.の日本国内と韓国の調査結果は水本（2011）を参照されたい。（本文に戻る）
 

3. 「日本国内と韓国」と「欧州」を合わせた調査結果のうち、女性の職業に関しては水本（2013a）

をまた、日本の家族像に関しては水本（2013b）を参照されたい。（本文に戻る）
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